
 

７月号に続き、藤沢市医師会のコロナウイルスへ

の取り組みについて書いて頂きました。 

「ＰＣＲセンターの開設と運営」 

藤沢市医師会新型コロナウイルス感染対策本部 

委員・コアメンバー  鈴木勇三 

 4月 7日に緊急事態宣言が発出され、

その後神奈川県では感染フェーズが 1

の移行期から 2 の蔓延期に突入しまし

た。PCR 検査の目的が、「重症者のひろ

い上げ」から「軽症者の早期診断と隔

離」にかわり、地域ごとに PCR 検査体制の拡充が

求められました。「二次感染を起こさないこと」と

「検査の効率化・必要数への対応」をポイントに、

県内初の完全ドライブスルー型 PCR センターの開

設が決まりました。検査手順書や PPE 脱着マニュ

アル作成と訓練を実施し、開設前日にようやく大型

テントが搬入され、テント設営、患者動線確保とゾ

ーニングを行いました。 

 どの医師会でも PCR 実施医師の確保に難渋する

ようですが、藤沢市医師会では 80 名もの先生方に

手上げ（志願）をいただきました。全員を対象に PPE

脱着訓練を行いましたが、検査体制の構築と安全な

運営のため、コアメンバーを中心とする選抜メンバ

ー（3 名×3チーム）でスタートし、途中から新しい

先生方にも順次参加していただきました。 

6 月以降はドライブスルー型を終了し、医師会館

駐車場でPCRボックスを用いたPCRセンターに移

行して、週 2 回（火・木）検査を継続しています。 

7 月 22 日現在、東京

をはじめ全国的に感

染者数が再増加し予

断を許さない状況と

なっており、第 2 波の

到来も危惧されてい

ます。今後も長い戦いになることが予想されますの

で、関係各位のご支援・ご協力をお願い致します。 

       先生方へのお願い 

受診された方が認知症や社会的問題があると感じ

た時は各地域の包括支援センターへご一報下さい 

北見泌尿器科皮フ科クリニック  

北見一夫 

2019年 10月から菅原泌尿器科皮フ科クリニック

を承継し開業しました北見です。2019 年 3 月まで

約 20 年間藤沢市民病院泌尿器科部長として病診連

携で地域医療の皆様には大変お世話になりました。 

水曜日は菅原先生に診療していただき木曜日も

診療を行っております。 

病院勤務時代には手術症例や悪性腫瘍の患者さ

んがほとんどでしたが開業後は当然ながら過活動

膀胱や前立腺肥大症による排尿障害の患者さんが

多いことに気が付きました。医療機関に訪れる方は

ほんの一部で多くの方はおむつを使用したり夜間

頻尿のため睡眠不足になったりしていますが年齢

のためとあきらめている方が多いと思います。これ

らの症状は適切な治療を行うことで患者さんの

QOL が大幅に向上する疾患です。 

夜間頻尿や切迫性尿失禁に対する薬物治療のほ

かに多量の残尿がある方で手術のリスクがある方

には在宅自己導尿が有効です。最初は受け入れに抵

抗がありますが慣れてしまうと夜間に排尿で起き

ることも少なくなり尿失禁もなくなったと喜ばれ

る方も多く経験しております。最近は導尿の手間を

省くため使い捨てカテーテルも使用できるように

なりました。排尿障害や尿

失禁で悩まれる方がい

らっしゃいましたら

是非ご相談ください。 

往診には対応してお

りませんが地域のホームド

クターとして今後地域医療に微力ながら貢献して

いきたいと思っておりますのでよろしくお願いい

たします。 
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